
eコミマップを使った地域での実践事例
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特定非営利活動法人 ドゥチュウブ

理事 古瀬勇一

特定非営利活動法人 ドゥチュウブ

• 設立 2011年6月末

• 事業内容＜定款＞
– (1) 情報連携支援事業

• 他団体/研究機関との連携など

– (2) 地域コミュニティ活動支援事業
• 防災マップつくり支援など

– (3) ウェブライター育成事業
• 地域情報発信技術、マップ作成講習など

– (4) その他附帯する事業
• 調査、標準化などの支援、データ作成など

• 活動範囲
– 愛知、三重、岐阜（東海三県）ほか
– 名古屋から片道1.5時間以内範囲
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カバーエリア

今までの取材先



3

イベント情報
（最近は行政機関からの情報
提供が多い）

地域の情報発信・共有を支援
ー 足元を見つめなおすー www.dochubu.com

ポータル

地域情報を二つのテーマで発信・共有中

“地産地消のすすめ” “つながるマップ”

eコミウエアの利用例、作成事例
などを紹介中

連
携
を
準
備
中

近日中にクリアリングハウス
機能も組込む



記事は取材、記名記事が中心

「つながるマップ」プロジェクト

• eコミマップを中心に普及活動推進中

• 事例：第3回e防災（マップ、ラジオドラマ）コン
テスト参加団体を支援
– 星崎学区連絡推進協議会（名古屋市）

– かめやま防災ネットワーク（亀山市）

– 小渡自治区自主防災会（豊田市）

– 岐阜県立可児特別支援学校（美濃加茂市）

ほか
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愛知県豊田市 小渡自治区自主防災会
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・第3回e防災マップコンテストで奨励賞
・豊田市防災マップ協働作成支援事業「まち歩きから“防災マップ”つくり」の一環
・矢作川と支流の氾濫、土砂災害時の人命第一を想定し
◇安全な避難経路の提示、 ◇要援護者のサポート、
◇声掛け（組長と安否確認グループの連携）

による、自治区の避難行動計画策定を目指してる。

（参考）愛知県豊田市の取り組み

• 豊田市防災マップ協働作成支援事業「まち歩きから“防災マップ”つくり」

– 2012年8月から開始、3年継続予定、300自治区が対象

– 市長肝いりプロジェクト、市が補助金：講師費用、マップ印刷費用など

• 4自治区の「マップ作り」をDoChubuが支援中

8篠原自治区

大林町自治区

旭町自治区



特に「情報連携支援事業」を推進

• 行政との連携

– 岐阜県統合型GIS

• 地元大学との連携

– 名古屋経済大学/犬山市

– 岐阜大学/岐阜県

– 三重大学/三重県・南伊勢町ほか

– 中部大学/春日井市神領小学校
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岐阜県統合型GISとの連携

• 岐阜県「県域統合型GISぎふ」システムが発信する岐阜県共有空間デー
タを背景地図として利用

• 岐阜県瑞浪市陶地区での「防災マップつくり」を支援中
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背景地図として利用



岐阜大学との連携
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2013年2月23日実施

防災マップ作り体験講習会
防災マップ作り
（岐阜市東長良中学のワークショップ）

名古屋経済大学との連携
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・大学が学生参加で地域に入り込み課題を抽出、改善に向けて活動中

・防災分野ではでは東海豪雨で土砂災害被災地犬山市楽田倉曽洞地区を対象と
して活動
・学生が企画し、2013年2月2日「要援護者」災害対応検証訓練を犬山市、社会福
祉協議会、無線ボランティア、防災ボランティアなどに参加していただき実施、60
名以上の住民の参加があった。

・要援護者情報を格納したeコミマップ
オフライン版の実証実験も行った。

要援護者避難/非常食の炊き出し
/アマチュア無線交信とeコミマップとの情報連携

市役所での事前説明会



三重大学「さきもり塾」との連携

• eコミマップを利用した行政のハザードマップ公開、津波避難マップ、住民参加のマッ
プ作りが実施されている。

– 南伊勢町、紀北町ほか

– 背景地図は「三重県共有空間データ」

• 「さきもり塾」塾生防災マップ作り講習会
– 2013年3月下旬 開催予定
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南伊勢町HPより

南伊勢町での活動

通信裏面にはeコミマップで
作成した避難マップを印刷

中部大学との連携

• 愛知県春日井市牛下地区の防災マップ作り、春日井市神領
小学校「安心安全マップつくり」を中部大学の先生、学生30
名と一緒にサポート

• 「安心安全マップつくり」は学校の行事として今後も毎年継続
予定
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その他の活動

• 「つながるマップ研究会」毎月実施

• FaceBookでの事務局情報の発信

• 「地産地消のすすめ」との連携

• ウォーキングイベントなどへの参加
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「地産地消のすすめ」スタッフ

「つながるマップ研究会」

「愛ファザWalkイベントFaｃeBook

今後に関して
• 「防災マップ作り」を地域の情報化・情報共有化活動と位置づけ、多面的

な生活基盤での利用、新たな関係作りにつなげてゆきたい。

– 地域の情報化を推進できる「人」の発掘と支援

• 上記の活動環境の提供

– マップの利用を多方面に拡大

– 地元行政、地元大学、その他の活動との連携推進

• 会員メリットの拡大→サービスの事業（有料）化

• 新たなサービス（来年度に計画中）

– クリアリングハウスの民間運用、スマートフォン利用用途の拡大

– 集合型講習会の定例実施

• 仲間を増やす

– 東北地域の会社と協働で“DoTohoku”をオープン（NPO化を計画 ）

– システム基盤は共有
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